


昭和 町広報 (2) 

昭和町公示第 1.3号

地方自治法第 243条の 3並びK昭和町条例第 2条

の定めると乙ろにより、昭和 48年 4月 1日より昭

和 49年 3月 31日まで歳入歳出予算の執行状況並

1、歳入歳出予算の執行状況

会 計別 予算額 歳入済額 歳出済額

般会計 478，096，000 411，220，603 397，472，374 

国保特別会計 82，052，000 69，557，304 59，088，002 

渇水対策特別会計 4，000，000 O O 

歳入歳出外現金 27，156，732 27，156，732 25，004，232 

i口L 三十 591，304，732 507，934，639 481，564，608 

2、住民の負担の状況

(1) 一般会計

町 税 負 担金

個人町民税 28，009，820 児童措置費 14，003，050 

固定資産税 30，683，710 衛生費 80，000 

軽自動車税 2，541，090 農林水産費 O 

土 木 費 O 

Z十 61，234，620 三十 14，083ρ50 

(2) 国民健康保険特別会計

保険税 26，242，010円

3、財産、負債、一時借入金現在高

(1) 財産

イ、土地建物 口、有価証券

土 地 6 3，0 0 6TTf 日本電々公社債 50，000 

建物 9，2 1 2 TTf 第一勧業銀行債 87，750 

プラスチヴク変成センター 110，000 

計 7 2，21 8 TTf 247，750 

ハ、出資による権利

農 業 用 基 金 690，000 

国保診療報酬支払基金 369，000 

甲府地区開 発事業団出資金 743，000 

口 資 金 融 資 預 託金 700，000 

山梨県信用保証協 会 出損 金 90，000 

山梨県果樹経営安定基金協会積立金 ・出資金 60，000 

Z十 2，652，000 
L..-・

びに財産、負債、一時借入金の現在高、その他財政

K関する事項を公表します。

昭和 49年 4月15日

昭和町長石原忠則

ホ、基 金

名 称 基金総額 支出総額 現在高

国民年金印紙
11，601，500 10，781，500 820，000 

購入基金

国保財政
10，016，455 01 10，016，455 

調整基金

校舎建設基金 21，999，996 01 21，999，996 

土地開発基金 54，527，000 46，161，923 8，365，077 

町営住宅
17，000，000 16，950，000 50，000 

建設基金

敷金積立基金 1，359，688 54，000 1，305，688 

Z十 116，504，639 73，947，423 42，557，216 

(2) 負債

イ、地方債(未償還元金)

地方病溝渠改良事業債 1 7，88 4，1 1 8 

義務教育施設整備事業債 2 0 3，3 0 7，69 2 

減税補 て ん債 54 5，5 77 

町 道 舗 装 整 備 事 業 債 9，3 6 8，0 0 0 

町営住宅建設事業債 1 5，2 00，00 0 

計 246，30 5，3'8 7 

口、債務負担行為額(農林漁業資金未償還元金)

耕 地 整 備 事 業 債 1 2，4 1 7，51 2 

開拓地排水路事業債 2，83 0，9 91 

今 川 濯 甑 排 水 事 業 債 1 7，2 8 9，5 33 

圃 場 整 備 事 業 債 8 8，50 0，0 00 

三十 1 2 1，0 3 8，0 3 6 

ハ、一時借入金

土地開発基金とし山梨中央銀行国母支屈より

一時借入金 3 0，000，000円
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投票有権者数は、 30才代、 40才代、

以上のJI頃K減少している。

2 0才代 30才代の合計は、 2，05 0人で全体の数の 4，24 7人に対

して 48.2 7 %に当り全体の半数K近い割合を占めている。

投票率は 50才代、 60才代、 40才代、 70才以上、 30才代20 

才代のJI買に低くなっており、 20才代、 30才代の投票率が低い。

2 0才代は、二区、新田、阿原が特に低く、中でも男性の方が女性よ

り低くなっている。また全体的に見て投票率が高い部落は押越、中島、築

地が特に良く清水、二区、新田が特lと悪い。

次代をになう青年層の政治意識、公民意識の理解を切望する。

6 0才代、5 0才代、

町和昭(功

f{6 ) 

;設 2 0才代 3 0才代 4 0才代 5 0才代 6 0才代 70才以上 計
総計

男女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

一区 66.67 70.21 64.10 72.50 94.44 93.10 96.55 100.0 100.0 92.86 80.00 91.67 79.44 83.14 81.25 位

二区 41.88 49.54 6， 6.67 7 7.2 4 86.84 87.84 89.47 88.89 85.71 85.00 75.00 66.67 66.99 73.35 70，17 10位

清水 54.76 60.00 60.32 64.29 81.08 76.32 77.78 87.88 76.92 72.4 1 70.00 72.73 67.19 71.29 69.29 11位

新田 43.75 58.82 64.7 1 92.31 88.24 80.95 91.67 76.92 80.00 100ρ 75.00 76.92 72.50 79.31 76.05 位

押越 76.79 84.62 87.04 90.91 93.18 95.35 100.0 100.0 100.0 92.00 91.67 61.90 89.96 89.96 89.96 位

中島 68.33 54.39 83.93 88.24 92.31 98.11 97.22 90.24 95.00 100.0 95.00 74.19 85，66 82.56 84.06 位

阿 j京 48.00 54.84 75.00 80.00 90.00 100.0 100.0 96.00 92.31 92.86 88.89 76.92 79.28 82.09 80.82 位

築地 63.4 1 57.14 88.57 84.21 92.4 5 88.37 82.76 82.50 96.15 87.50 81.82 66.67 84.10 79.17 81.65 位

飯喰 51.85 66.67 91.30 92.86 92.59 84.62 73.33 86.67 100.0 80.00 100.0 70.00 80.91 81.03 80.97 位

河西 60:98 62.22 75.44 87.04 80.49 83.78 85.1 9 91.67 81.82 86.96 75.00 6 1.1 1 75.50 79.81 77.72 位

上河東 66.67 64.10 81.58 81.08 100.0 87.50 84.62 85.71 90.91 88.24 100.0 80.00 83.74 78.72 81.06 位

計 58.10 60.81 74.26 8 0.94 89.73 89.13 90.24 91.04 91.01 87.88 84.55 71.60 77.92 79.57 78.76 

5月 3 日の昭和町長選挙の部落別年代別投票率

(単位

新
保
育
園
誕
生

本
年
四
月
一
日
か
ら
上
河
東
部
落

花
、
私
立
(
法
人
申
請
中
の
」
上
河

東
保
育
園
が
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

乙
の
保
育
園
は
、
県
の
住
宅
公
社

と
、
昭
和
町
で
上
河
東
地
区
花
県
営

住
宅
、
積
立
分
譲
住
宅
及
び
町
営
住

宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
上
河

東
部
落
の
一
部
が
都
市
計
画
区
域
の

市
街
化
区
域

(住
居
地
域
)
の
指
定

を
受
け
て
い
る
の
で
都
市
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
人
口
増
加
を
考
え
、

同
町
の
河
東
中
島
の
山
下
秀
行

Q
園

長
)
氏
に
よ
っ
て
開
園
さ
れ
ま
し
た

定
員
六
十
名
(
職
員
六
名
)
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
既
に
五
十
名
の

園
児
が
入
園
さ
れ
、
六
十
名
の
定
員

は
近
い
う
ち
に
オ
ー
バ
ー
す
る
乙
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
規
模
の
拡
大

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

上河東保育園
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π

で
、
私
た
ち
現
代
托
生
き
る
青
年
の

m

〆
ね

ら

い

π

一
人
と
し
て
、
ま
た
日
頃
青
年
の
社

π

π
ー

問

私

た

ち

青
少
年
団
体
は
、
か
ね
て
会
参
加
を
す
す
め
て
い
る
青
少
年
団

m

m

か
ら
日
常
の
活
動
と
し
て
、
人
に
親
体
と
し
て
私
勺
ち
が
今
ま
で
続
け
て

m

m

切
に
、
物
を
大
切
K
、
そ
し
て
楽
し
き
た
運
動
を
，
生
主
D
T見
直
そ
っ
H

m

m

い
活
動
を
通
し
て
ハ心
身
を
鍛
え
よ
う
運
動
と
し
て
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

m

m

と
活
動
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
青
少
年
の
み
な

m

m

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
が
ひ
た
む
き
さ
ん
が
こ
の
運
動
に
賛
同
し
て
い
た

m

m

k
働
き
も
の
の
豊
か
さ
を
追
い
つ
づ
だ
き
、
自
ら
の
生
き
万
を
見
直
し
、

問
、

向

け

大
量
消
費
K
慣
ら
さ
れ
て
い
る
う
身
近
か
な
こ
と
か
ら
実
行
に
移
し
て

m

m

ち
に
、
私
た
ち
の
社
会
は
公
害
花
見
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

m

伽
借
わ
れ
、
石
油
等
の
資
源
ン
ョ
ッ
ク
そ
し
て
、
乙
の
呼
び
か
け
を
大
人
の

m

'M
川
陀
ゆ
す
ぶ
ら
れ
、
上
昇
す
る
物
価
に
み
な
さ
ん
も
す
す
ん
で
実
行
し
て
く
川

m
，お
び
や
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
だ
さ
る
よ
う
訴
え
ま
す
。
町

π

π
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報広町和昭

/生き方を/

は、町教育委員会、青少年のた

学校、高校生活指導員連絡協議

季対策を次のように計画してい

直そう

心
の
ゆ
た
か
な
生
き
方
を
/

深
く
考
え
る
生
き
万
を
メ

創
造
の
喜
び
を
求
め
る
生
き
方
を
/

ー
そ
し
て
l

無
駄
を
省
い
て
物
を
大
切
に
/

テ
レ
ビ
を
離
れ
心
身
の
鍛
練
を
/

自
動
車
を
や
め
て
歩
け
運
動
を
/

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
踊
ら
さ
れ
な
い
/

生
活
環
境
を
き
れ
い
に
す
る
/

ー
よ
う
な
生
活
を
身
K
つ
け
ま
し

よ
ろ

J

ノ
.

明
る
い
心
の
豊
か
な
膏
少
年
に

-

夏
を
生
か
し
、
た
く
ま
し
い
心

身
を
き
た
え
よ
う
。

青
少
年
の
自
主
的
活
動
を
す
す

め
よ
う
。

3

明
る
い
家
庭
と
よ
い
環
境
づ
く

り
に
つ
と
め
よ
う
。

A
t

青
少
年
を
非

fq
事
故
、
病
気

か
ら
守
ろ
う
。

2. 予
定
し
て
い
る
行
事

l

子
ど
も
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
(
八
月
四
日
)

2

子
ど
も
映
画
会

&
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
全
員
参
加

4

各
育
成
会
で
野
外
活
動
実
施
を

奨
励

青

年

よ

/

町

長

と

語

ろ

う

青
年
学
級
で
は
、
夏
の
行
事
予
定
と
し
て
、
他
町
村
と
の
交
換
会

を
は
じ
め
、
社
交
ダ
ン
ス
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
を
予
定
む
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
七
月
下
旬
、
ま
た
は
八
月
上
旬
に
、
町
長
と
議

長
を
ま
ね
い
て
、
町
政
を
語
る
会
を
計
画
し
、
わ
れ
わ

れ
青
年
の
考
え
方
、
文
、
長
の
考
え
方
を
い
ろ
い
ろ

の
視
野
か
ら
語
り
ま
し
ょ
う
。

日
程
は
決
り
次
第
連
絡
い
た
し
ま
す
。
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/考え

昭和町青少年総合対策本部で

めの昭和町民会議、押原小、中

会と協力して青少年のための夏

ます。

見直そう

'. 、.'

O 

夏
を
生
か
そ
う

野
外
に
と
び
だ
し
汗
を
流
そ
う

よ
い
友
を
つ
く
り
、
生
活

に
け
じ
め
を
つ
け
よ
う

誘
惑
に
め
げ
ず
、

事
散
を
な
く
そ
う

。
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
青
少
年

の
た
め
の
夏
季
対
策
協
議
会
に
お
い
て

協
議
い
た
し
ま
す
。
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=企画室=

広

企
画
室
は
、
急
速
な
都
市
化
現
象

と
町
の
事
務
機
構
の
合
理
化
に
対
応

町和

企
画
室
長

泉

昭

幸

し
て
、
昭
和
四
十
五
年
K
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

以
来
町
の
総
合
計
画
を
中
心
K
室

長
以
下
五
名
の
職
員
で
乙
の
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
四

月
か
ら
新
都
市
計
画
法
に
基
く
都
市

計
画
区
域
に
線
引
き
れ
一
段
と
事
務

量
が
増
大
さ
れ
職
員
一
同
住
民
の
立

場
に
な
り
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す

総
合
計
画
・
都
市
計
画
・
開
発
許
可

水
道
事
業
対
策
・
中
央
道
対
策
・
公

共
用
地
対
策
・
統
計
事
務
・
広
報

1
l
企
画
係
長

ー
ー
甲
府
地
区
開
発
事
業
団
(
出
向
〉

主

事

福

島

正

明

弘
」

「

都

市

計

画

主
事

広

主
事

報

風
間 ト

辰
男

堀
口

勉

E 
武
彦

なお、前都市計画係黒田幸夫主事が
4月人事で住民課へ移動

標
準
農
事
賃
金
を
決
定

部落名区分
H 

， 
昭和 49年目標数量

H 
s H 

西 条一区 9，2 30 t n H 

西 条 一 区

H 

10，4 97 n 

清 水 新 居
H 

4.749 n 昭和
西条 新 田 3，539 

n 
H 

押 越 6，602 8 
区 分 摘 要 金額

河東 中 島
11 早 乙 女 1日1食付 3，000 

12，555 H 回融手伝 H 3，000 

紙漉阿原 12，28 1 
， 

三主代 トラクター

築 地 新 居
11 

日間 運機 1 0 a当り 6，印O
15，90 3 H 

飯 喰 6.750 
8 鋤 耕 1 0 a当り 4，000 
H 

河 西 8，988 
n 雇 人 1日1食付 安男 3，0∞ 

上

， 2.~治O

河 東 2，235 8 稲刈金バインダー) 1 0 a当り(ヒモ付) 5.500 

計 93，32 9 
H 機械田 (技術者付) 1 0 a当り(植付のみ) 4，5∞ 
8 

田
植
え
の
最
盛
期
と
な
り
、
動
力

エ
ン
ジ
ン
の
響
き
が
と
ど
ろ
い
て
お

り
ま
す
。
近
年
は
田
植
え
機
を
は
じ

め
機
械
化
が
進
み
、
早
乙
女
に
よ
る

田
植
え
風
景
は
数
え
る
ほ
ど
に
減
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

乙
の
時
に
あ
た
り
、
例
年
本
町
に

お
け
る
農
事
賃
金
の
標
準
額
を
決
定

し
て
き
で
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
六

月
十
七
日
K
関
係
機
関
の
代
表
者
K

E
H
H
9
8
8
H
p
a
w
n
W
H
E
n
w
H
H
H
H
H
S
F
H
'
H
8
8
8
H
a
w
F
8
8
8
H
H
 

お
集
り
い
た
だ
き
打
合
せ
を

果
、
本
年
度
の
標
準
額
を
次

り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
農
休
み
の
期
日
K
つ

同
時
K
協
議
し
た
結
果
、
七

(
土
)
七
日
(
日
)
の
二
日

る
事
K
決
定
を
し
ま
し
た
の

家
の
休
養
団
ら
ん
の
日
と
さ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
職
業
連
絡
員
制
度

婦
人
職
業
連
絡
員
と
は
、
働
き
た

い
希
望
の
あ
る
方
で
、
直
接
公
共
職

業
安
定
所
や
婦
人
労
働
開
発
セ
ン
タ

ー
へ
出
向
く
乙
と
の
で
き
な
い
方
々

の
た
め
に
常
用
、
臨
時
1

パ
ー
ト
タ

イ
ム
、
家
庭
内
職
な
ど
の
相
談
を
し

て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
紹
介
す
る
仕
事
で
す
。

婦
人
職
業
連
絡
員
の
と
こ
ろ
に
は

求
人
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
働
き

た
い
希
望
の
あ
る
万
は
、
ど
な
た
で

も
御
利
用
下
さ
い
。

尚
、
婦
人
職
業
連
絡
員
は
、
婦
人

会
の
各
~
支
部
長
さ
ん
万
に
お
願
い

し
て
あ
り
、
次
の
方
々
で
す
。

高野日出
堀内志津子
佐野静子
田 中 信 子
清水そのよ

西条二区
西条新田
河東中島
築地新居
河西

窪田 京 子
保坂美 江
有賀よし枝
泉と し 子
内田登喜子
伊藤喜美子

西条一区
清水新居
押越
紙漉阿原
飯喰
上河東

p
n
w
H
 

昭和 49年米の生産調整目標
数量の指示に付て



「
消
費
者
行
政
窓
口
」
お
よ
び

「
相
談
員
」
が
決
ま
る

選
挙
管
理
委
員

に
秋
山
氏

報

選
挙
管
理
委
員
清
水
氏
は
、
病

気
静
養
中
に
つ
き
先
に
辞
表
を
提
出

し
て
お
っ
た
と
こ
ろ
、
四
月
十
五
日

委
員
会
に
お
い
て
受
理
、
後
任
に
第

一
補
充
員
、
清
水
新
居
五
八

O
番
地

秋
山
善
雄
氏
(
五
十
九
才
)
が
選

任
さ
れ
た
。

和

昭
和
四
十
九
年
度
の
消
費
者
行
政
消
費
生
活
相
談
窓
口
と
し
て
、

容
口
と
消
費
生
活
相
談
員
が
こ
の
ほ
こ
の
地
域
の
消
費
者
の
苦
情
な
ど

ど
決
り
県
知
事
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
場
で
処
理

た

。

で

き

る

も

の

は

、

そ

の

場

で

処

理

。

消

費

者

行

政

窓

口

す

る

。

そ

の

結

果

、

お

よ

び

処

理

昭

和

町

役

場

総

務

課

で

き

な

い

も

の

は

、

そ

の

案

件

を

T

E

L

(昭
和
)
一
一
一

一
一
県
と
町
に
通
報
す
る
。

。
消
費
生
活
相
談
員

2

消
費
生
活
に
対
す
る
意
見
や
要

窪

田

京

子

西

家

四

一

九

七

望

を

随

時

県

や

町

に

通

信

す

る

こ

T

E

L

(昭
和
)
二
八
四

O

と。

細
野
照
子
押
越

一
六

四

五

ー

そ

の

ほ

か

、

地

域

に

お

い

て

は

T

E

L

(昭
和
)
一
三
五
六
消
費
生
活
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
消
費

〔
消
費
生
活
翼
員
の
仕
事
〕
者
の
啓
発
に
努
め
て
い
た
だ
き
手
。
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7月・ 8月保健衛生行事予定
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夏

の
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?通

達
にを
め

報

家
庭
で
の
注
意

子
ど
も
の
交
通
事
故
で
、
い
ち

ば
ん
多
い
原
因
は
、
車
道
へ
の
と

び
だ
し
で
す
が
、
車
の
直
前
直
後

の
横
断
、
路
上
で
の
遊
び
、
幼
児

の
ひ
と
り
歩
き
な
ど
も
多
い
の
で

す。
そ
乙
で
、
各
家
庭
で
は
、
つ
と

め
て
子
ど
も
に
安
全
な
遊
び
場
所

を
選
ん
で
、
そ
乙
で
遊
ば
せ
る
と

と
も
に
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で

と
び
出
し
の
危
険
な
乙
と
や
道
路

を
寝
る
と
き
の
注
意
な
ど
に
つ
い

て
具
体
的
に
く
り
返
し
教
え
込
b

よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
幼

児
の
犠
牲
者
も
ふ
え
る
乙
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
母
親
な
ど
が

必
ず
っ
き
そ

っ
て
、
ひ
と
り
歩
き

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
立
話
に

夢
中
に
な
り
、
子
ど
も
の
動
き
が

わ
か
ら
な
く
な
る
乙
と
の
な
い
よ

う
、
と
く
に
気
を
配
り
た
い
も
の

で
す
。

。
子
ど
も
に
多
い
自
転
車
事
散
を
防

ぐ
た
め
に

・
子
ど
も
の
か
ら
だ
に
合
っ
た
自

転
車
を
選
び
、
つ
ね
に
よ
く
整

備
し
て
お
く
。

・
つ
ね
に
両
手
で
ハ
ン
ド
ル
を
確

⑦ 

広町和昭

実
に
握
っ
て
運
転
し
、
ハ
ン
ド

ル
に
物
を
さ
げ
た
り
し
な
い

0

.
道
路
の
状
況
や
車
の
混
み
ぐ
あ

い
な
ど
を
考
え
て
、
つ
ね
に
安

全
な
速
度
と
万
法
で
走
る
。

・
二
人
乗
り
は
危
険
だ
か
ら
や
め

ス
V
0

・
他
の
自
転
車
と
並
ん
で
走
っ
た

り
、
ジ
グ
ザ
グ
運
転
を
し
た
り

競
走
し
た
り
し
な
い
。

・
狭
い
道
路
か
ら
広
い
道
路
に
出

る
と
き
は
、
と
く
に
危
険
な
の

で
一
時

ψ

停
止
し
て
安
全
を
確
か

め
る
。

・
交
差
点
や
踏
切
の
手
前
な
ど
で

止
ま
っ
て
い
る
車
や
ゆ
っ
く
り

進
ん
で
い
る
車
が
あ
る
と
き
は

そ
の
前
K
割
り
込
ん
だ
り
、
こ

れ
ら
の
車
の
聞
を
ぬ
っ
て
前
に

出
た
り
し
な
い
。

な
ど
、
正
し
い
乗
り
万
や
安
全
な

走
り
万
を
守
っ
て
く
‘だ
さ
い
。

②
自
動
車
運
転
者
の
注
意

暑
さ
が
増
し
て
く
る
と
、
注
意

力
が
散
漫
と
な
り
、
居
眠
り
な
ど

過
労
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
ふ

え
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
車
の
運
転
者
は

.
過
労
運
転
に
お
ち
い
ら
な
い
よ

う
、
自
ら
の
健
康
管
理
を
心
が

け
る
。

・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
な
ど
、

無
理
な
運
転
を
し
な
い
よ
う
K

す
る
。

な
ど
の
点
に
と
く
に
気
を
配
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

歩
行
者
一
般
の
動
き
に
十
分
注
意

し
て
、
よ
り
一
層
安
全
運
転
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

(
昭
和
警
察
官
駐
在

大
原
部
長
〉

夏
休
み
来
る
②

こ
ど
も
を
事
故
か
ら

ま
も
リ
ま
し
ょ
う

、，，，、、，，，‘、，，，、、，，，、、，，，.、、，，，‘、
E

，，E
、、，，，‘、，，，.、、
a

，，、、，，，、、，，，、、，，，、

T 

ス

教

室開

催

昭
和
町
体
育
協
会
で
は
、
七
月
、

八
月
、
九
月
の
三
ヶ
月
に
わ
た
り
テ

相
愛
好
会
よ
れ
リ
ス
タ
ー
ト
し
た
わ

押
が
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
も
、
今
で
は

カ
昭
和
町
体
育
協
会
に
所
喝
し
、
国

市
体
名
も
昭
和
町
室
再
協
会
パ
ト
ミ

ホ
ン
ト
ン
部
と
な
り
部
員
数
も
現
在

が
で
は
、
八
名
余
り
に
な
り
ま
し
た

私たちの
仲間

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
現
在
部

員
数
が
少
く
な
い
が
、
多
く
の
人

達
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
接
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
」
こ
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

クラブ紹介

パトミントン部

週
一
度
の
練
習
で
す
が
全
員
楽
し
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
へ
の
参
加
を
お

く
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の

「
あ
る
部
員
の
一
人
は
、
社
会
人
万
は
昭
和
町
中
央
公
民
館
内
体
育

に
な
る
と
部
活
動
が
出
来
な
く
な
協
会
事
務
局
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

る
が
、
町
の
パ
ト
ミ

ン
ト
ン
部
を

(練
習
日
毎
週
水
曜
日
午
後
七

知
り
今
で
は
、
週
一
回
の
練
習
日
時
三
十
分
押
原
小
学
校
体
育
館
)

ニ
ス
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
な
い
人
た
ち
に
対
し
、
楽
し
く

で
き
る
テ
ニ
ス
を
通
し
て
体
力
を
養

い
ま
た
住
民
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ

と
乙
の
テ
ニ
ス
教
室
を
基
礎
と
し
て

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
参
加
申
し
込
み
は
体
育
部
長

を
通
じ
て
昭
和
町
体
育
協
会
ま
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

テニス教室日程 表

3時間

3時間

3時間

3時間

2時間

3時間

3時間

20時間

2時-.....5時

2時"'5時

2時"'5時

2時"'5時

2時"'4時

2時-....， 5時

2時一5時

7月20日

7月27日

8月 3日

8月17日

8月24日

9月 7日

9月21日


